






人間の経済活動はこの 100 年間滞まることを知らず拡大を続けている。この活動は化石エネルギーによって

支えられている。石油の燃え滓としての CO2 の増加は著しく、今や地球規模の大きさで大気温に影響を与える

ようになった。大気中の CO2 濃度が低い時は地球上で生じた熱は波長の長い熱線となって宇宙空間に放出され

熱バランスが保持されていた。しかし濃度が増加すると地表から放射される熱線を CO2 分子が吸収、反射する

結果、地球から熱が逃げ難くなる温室ガス効果が顕著になる。

日本政府は京都会議を主催し、各国の CO2 排出を 1990 年を基準にしてその排出削減率を決め、京都議定書

を締結した。削減の実効的切り札として、水素社会の構築が提唱され、燃料電池の開発が急ピッチで進められ

ている。昨年からは家庭用定置型燃料電池の実証試験が開始され問題点の抽出が行われている。一方燃料電池

自動車については－40℃から 120℃で機動停止回数 10万回以上を達成した上で、現状における販売価格と近

いものを考えているので克服すべき技術課題が多く 100 万台オーダーで製産されるのは 2025 年位とされてい

る。

日本としては省エネ、原子力、再生可能エネルギー、CO2 の固定など種々の技術開発を行って京都議定書の

条件を 2012 年までにクリアーすべく努力を重ねている。一方米国や中国に目を転じれば京都議定書に調印し

ておらず、又現状における世界の経済情勢を考えると CO2 の排出は減少するどころか増加し続けている。

このように考えると大気温の上昇は今後も続く。米国ゴダード宇宙研究所の気象学者は 2005 年の地球表面

の年間平均温度は過去１世紀間で最高を記録し、1950 年以降地球表面温度は 0.06℃ / Ｙで上昇し続けている

と発表した。また日本は国土に比してエネルギー消費量が多いために 0.1 ℃ / Ｙで上昇するようだ。海水及び

大気温が上昇することは海及び大気が有する熱エネルギーがmCpΔT（mは重量 Cpは比熱ΔTは温度変化）増

加することであり、その値は莫大な量となる。また温度上昇分だけ水の蒸気圧が上がり大気はより多くの水を

含むことになる。

これらの現象と日本の気象の関係について考察してみたい。従来台風はフィリピン沖で発生し、規模を大き

くしながら日本列島に襲来していた。しかしこの過程で偏西風の影響を受け東方へ針路を変えることがあり、

時には雨乞いが必要なこともあった。しかし最近の台風は海水温の上昇により、日本近海で多数発生する。偏

西風が影響する時間が短いので発生した殆どの台風が日本列島に上陸する。しかも発達途上なので豪雨と強風

を伴うものが多く、且つ襲来時期が早くなっている。

一方冬には大西洋の温暖化により北極圏の冷たい空気が東に押し出され、その結果モンゴルやシベリヤから

強い北風が日本列島に向かって吹いて来る。この時期北風は日本海を渡って来るが、対馬海流の温度が上昇し

ているので海水の蒸発量が多くなり、厚い雪雲となって日本アルプスに衝突する。このアルプス越えの過程で
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大量の降雪が起こるのである。すなわち日本における数多い台風と豪雪は地球温暖化によると考えられる。し

たがって今まではよく異常気象と報じられていた気象は今後定常化し、日本固有の気候となろう。温暖化によ

り日本の気象は大きく変化し、従来の平均降雨量をはるかに凌ぐ降雨量になると思われる。

温かい大気は水分を余分に含むことができるので乾いた大地はより乾き、雨や雪の降り易い場所はより多く

の水で溢れるようになる。昨年ハリケーンカトリーヌで大被害を受けたフロリダ州などは今後も多くの巨大な

嵐に襲われることになるであろう。一方米国中西部や中国西部などは小雨で問題が起こりつつある。例えば地

下水を汲み上げて農業を行っているところでは地下水中に含まれる微量な塩分が蓄積され、今や農作不適地に

変わりつつある。中国その他諸国でも砂漠化が急速に進行し、わずか数年間で家が砂に埋もれてしまうような

状況がテレビに映し出されている。コロラド川の水は飲料水や農業用水に使われており海に注いでいないこと

はよく知られているが、黄河の水も既に同様な状態になっている。すなわち大陸では水が絶対的に不足してく

るのである。

地球は水の惑星といわれており、その表面積の約 3/4 が水で覆われているが淡水は地球全水量のわずか

2.51%でしかない。これには北極や南極などの水1.7%も含まれているので自由に使える淡水量は地下水0.8%、

河川湖沼水は 0.01% と極めて少ない。第３回世界水フォーラムによれば約 12億人が安全な飲料水を必要とし、

年間 200 万人の子供が水関連の病気で死亡している。また主として BRICs 諸国では人口爆発が起こっており大

量の食料供給が必要であるが、これも水問題の解決なくしては解決できないのである。

以上の状況を考えると飲料水は世界的にみれば戦略資源になり得るのである。オイルは絶えても人間は持ち

こたえることができるが、水は３日飲まなければ死に至るのである。

森を整備し、棚田を再興し、川は直線的なコンクリート護岸ではなく、曲がりくねった一部に低い堤防を築

き湖とする。緑の山々から涌き出す清水、鏡のような幾重にも重なった棚田、それらの清流を集めた湖は自然

の一部として風景に融け込みその美しさで人々を感動させるに違いない。湖からは電気エネルギーを取り出す

と共に自然浄化された水を商品化できれば中山間地に水管理及び観光客の受け入れなど数多くの職を生み出す

ことになるのである。昨年の大雪では、雪の除去の為に多くの人手と多大なエネルギーを単に消費しただけで

あるが、これが中東諸国や中国に売れるようになるのであれば住民の気持ちも大きく変わる。すなわち森や水田、

更には町の雪など水管理で高収入がはかれるのである。雪が降ることは、金が天から降って来るようなもので

ある。今まで悲観的に考えがちな pessimistic future から hopeful future へと気持ちが転換するのである。

今まで我が国が得意としてきた物創りの先端技術に加えて " 水 " もバーゲニングパワーとなり、国際的にも

強い立場になる。国内的にはエネルギーの自給率を向上させ、炭酸ガスの排出を削減するプロジェクトとなろう。

また夜間電力で水を分解し、水素は燃料電池に酸素は石炭火力発電に用いることにより環境と調和した水素社

会が形成されるであろう。
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